
平成25年６月橋本市議会定例会会議録（第４号）その２ 

平成25年６月18日（火） 

                                           

                                           

（午前９時30分 開議） 

○議長（石橋英和君）皆さんおはようござい

ます。 

 ただ今の出席議員数は21人で定足数に達し

ております。 

                     

○議長（石橋英和君）これより本日の会議を

開きます。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（石橋英和君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第88条

の規定により、議長において11番 土井君、

17番 松本君の２人を指名いたします。 

                     

 日程第２ 一般質問 

○議長（石橋英和君）日程第２ 一般質問 を

行います。 

 順番８、15番 田中君。 

〔15番（田中博晃君）登壇〕 

○15番（田中博晃君）皆さん、おはようござ

います。それでは、２日目のトップバッター

として精いっぱいやらせていただきます。 

 今回、私は一般質問、二項目上げさせてい

ただきました。 

 まず一つ目なんですけれども、防災行政無

線設備の放送内容についてということです。

情報というのは、幾重にも重ねてこそ、セー

フティネットとして幾重にも重なって初めて

効果があるのではないか、そのように考えて

おります。 

 本市のデジタル防災行政無線は、災害情報

や緊急情報を市民の皆さんに伝える一つのツ

ールである。本市ホームページによると、橋

本市のデジタル防災行政無線設備は、地域防

災計画に基づき、地震、台風、水害などの災

害情報や緊急情報を屋外拡声子局から音声や

サイレンによって、地域の皆さんにより早く、

正確に情報をお知らせするためのシステムで

すと書かれています。また、１、生命、財産

にかかわることを中心に、市民の安全、安心

のための防災行政情報の拡声放送、２、国民

保護法に基づく全国瞬時警報システム、Ｊア

ラートの放送、３、災害時屋外各子局との双

方向通信による災害情報の収集や避難場所と

の情報交換と掲載されています。 

 しかしながら、振り込み詐欺等の放送はよ

く耳にするものの、不審者情報や気象警報な

ど、市民の生活や安全に直結する事案につい

ての情報発信が少なく感じられます。 

 例えば、今年の３月なんですけれども、小

学校の卒業式の日に暴風警報が発令されまし

た。そのときも、各学校からはメールや電話

等で休校であるというお知らせが届いておっ

たんですけれども、いかんせん、朝の忙しい

時間になります。どうしても連絡にはタイム

ラグも発生します。その中で、そのときは当

日は休みになったんですけれども、その後、

地域の方々や保護者から、できたら防災無線

で流してもらえたら早く気づいたりですとか、

もし歩いている子どもたちがいたら、防災無

線を聞いていたら、地域の大人たちが、きょ

う学校休みやでというふうに伝えられたんじ

ゃないかというふうにも言われました。防災

はしもとメールの利用人数は、まだ多分、約

2,700人ぐらいだと思うんですけれども、防災
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行政無線との併用で、メール登録者以外にも

情報発信が行え、また不審者等には放送する

ことでの抑止力にもつながるのではないかと

考えて、以下の質問をいたします。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君の質問項

目１、防災行政無線の放送内容に関する質問

に対する答弁を求めます。 

 総務部長。 

 １、防災行政無線の放送内容の決定方法に

ついて。２、他部署から要請があった場合の

対応についてです。 

〔総務部長（北山茂樹君）登壇〕 

○総務部長（北山茂樹君）皆さん、おはよう

ございます。よろしくお願いします。 

 続いて二項目めです。エレベーター防災に

ついてです。東日本大震災から約２年３カ月。

内閣府が今年１月に発表した想定によると、

マグニチュード7.3、震度６強の首都直下型地

震が起こった場合、マンションなどのエレベ

ーター30万基が停止し、１万人以上が閉じ込

められてしまうとされています。また、2005

年７月に発生した千葉県西部地震では、首都

圏で約６万4,000基のエレベーターが緊急停

止し、78件の閉じ込め事故が発生しました。

日本エレベーター協会の資料では、そのとき

の地震で救助や復旧の要請が殺到して、閉じ

込め救出に最大３時間を要したとされていま

す。 

 防災行政無線の放送内容について、まず１

点目の防災行政無線の放送内容の決定方法に

ついてですが、放送内容については、電波法

の許可を受けている防災行政事務に関する事

項となっており、平成20年度に橋本市防災行

政無線運用検討委員会を７回開催し、関係機

関や庁内各部署の意見も聞きながら、基準と

なる放送内容リストを確認しました。現在、

それに基づき、防災行政無線放送を行ってい

るところです。 

 振り込め詐欺、行方不明者捜索については、

警察署からの要請により放送を行っています。

不審者等に関する情報の放送実績はほとんど

ありませんが、気象警報については、大型台

風の接近及び大雨洪水警報による被害が発生

するおそれがある場合に放送を行っており、

生命、財産にかかわることを中心とした市民

の安全安心のための防災行政情報を提供する

という役割を十分果たしていると考えていま

す。 

 本市においても、行政、民間を問わず、多

数のエレベーターが設置されていますが、災

害時にはエレベーターがとまり、非常用電源

等が作動せず、場合によっては、そこで利用

者が閉じ込められるという可能性もあります。 

 不幸にも災害が発生した場合、何時間もエ

レベーターに閉じ込められる可能性があるこ

とから、非常食や水等のいわゆるエレベータ

ー防災備蓄ボックスを、まず公共施設のエレ

ベーターに設置してはどうかと考え、以下の

質問を行います。 

 また、２点目、他部署からの要請があった

場合の対応についてですが、放送内容リスト

を参考に、緊急性、必要性等をその都度協議

しながら放送を行っています。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君、再質問

はありますか。  １、エレベーター管理会社と本市間におけ

る緊急時の救助、復旧対応策について。２、

本市職員が緊急停止したエレベーターを動か

せるのか。３、エレベーター防災備蓄ボック

スの設置について。 

 15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）それでは、順を追って

再質問させていただきます。 

 まず、放送内容なんですけれども、例えば

３月18日の話を取り上げますと、当日は外を 以上２点です。よろしくお願いいたします。 
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見た限りでは、警報が出るんかなというよう

な天候でした。そのときは当時の気象庁の警

報発令の範囲が広かったこともあって、対応

がしにくかったとは思います。しかしながら、

やはり警報が発令した、それがちょうど通

勤・通学時間にかかるところであるというこ

とから、私はやはり、ここについては市民の

生命であったり安心安全にかかわることでは

ないかというふうに感じております。ですか

ら、やはり私が言いたいのは、どんなことと

は言いませんけれども、流せるべきものは流

していって、放送を幾つも重ねる。メールも

ある。そして行政無線もある。それで、どん

な形であれ、市民皆さんに周知徹底していく

形が重要ではないか。そのように考えており

ます。 

 そこで、お伺いしたいのは、先ほどから３

月18日を事例に挙げさせてもらったので、そ

のとき、なぜ流さなかったのかというのにつ

いてお伺いいたします。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）３月18日に暴風警

報が和歌山県北部に警報された件についてで

ございます。 

 防災行政無線での気象警報の放送につきま

しては、台風の接近や、それから大雨洪水警

報に係る被害が発生するおそれのある場合と

されておるわけでございまして、今後も市と

いたしましては、その気象情報を十分精査し

た中で放送していくという考えでございます。

特に和歌山県北部に発令される暴風警報につ

きましては、友ヶ島に観測所がございまして、

内陸部に位置する橋本市と、それから海岸線

にある友ヶ島とでは、風の状況が非常に異な

る場合というのが多くあります。今回、友ヶ

島の観測所でのデータをもとに暴風警報が出

され、その警報範囲というのが和歌山県北部

ということに発令されたわけでございますけ

ども、実際には、橋本市では大きな風も吹か

なかったということでございます。 

 全て、警報が発令された場合に防災行政無

線で放送するということになりますと、特に

風もないのに暴風警報が発令されたというこ

とになりまして、逆に市民に混乱を招くとい

うことにもなりかねないと考えてございます。 

 気象庁につきましては、本年４月からです

けども、大雨洪水警報等々のように、できる

だけ地域を細分化した情報を流すということ

になっとるんですけど、暴風警報につきまし

ても、本年４月からその地域を細分化されて

警報が出されるということになっております

ので、今回のような、３月のような、和歌山

県北部という大きな広範囲の中で警報が出さ

れるということはないと考えてございます。

市といたしましては、本市に出された暴風警

報が発令された場合、その辺の情報を十分精

査した中で、今後、防災行政無線のほうで放

送してまいりたいと、かように考えていると

ころでございます。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）セーフティネットとい

うのは、やはり幾重にも重ねてこそ効果があ

るのではないかというふうに考えます。 

 そこで、今、暴風警報のお話をいただいた

んですけれども、たしか警報については自治

体には努力義務とはいえ、市民に知らしめる

必要があるというふうに調べたことがあるん

ですけれども、その観点からいけば、精査す

るのではなくて、警報そのものが発令された

場合に、やはり流すのが妥当ではないか。特

に防災メールが約2,700件ぐらいだったと記

憶しておるんですけれども、それだけでは周

知徹底はできないのではないかと考えます。

そのあたりについてはいかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）全ての警報を流し
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たらいいじゃないかというんですけども、や

っぱり警報によって、その地域の状況を精査

するという必要があると私のほうは考えてご

ざいます。先ほどから申しましたとおり、観

測地点によって全然風の状況が違うというこ

とになりますので、その辺はやはりいくら警

報が出ていても、本市での風の状況を見なが

ら、やはりこれは人命とか財産にかかわる、

安全ということですか。そういうことを加味

した中で必要ということで判断したならば、

当然、警報を出していきたいと、かように思

っております。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）気象庁からの努力義務

とはいえ、自治体が市民に対して周知する努

力があるというものがあったかと思うんです

けれども、そのあたりについてはいかがでし

ょうか。恐らく、これはメールだけでは周知

はできにくいかと思うんですけれども。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）確かに努力義務と

いうのはあるかと思うんですけども、本市の

防災行政無線の放送内容につきましても、基

本的には、やはり台風、大雨洪水警報等、人

命にかかわる、もしくは被害のおそれがある

場合にということの前提条件の中で防災行政

無線で市民に周知するということになってご

ざいますので、その辺を十分精査した中で放

送するということになろうかと思います。し

たがいまして、努力義務はあるんですけども、

全て出された警報をそのまま出すというのは、

先ほども答弁いたしましたように、逆に市民

に混乱を招く場合もございますので、その辺

を十分精査したいということでございます。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）やはり市民皆さまから

すれば、情報を得る手段というのは多ければ

多いほうがいいかと私は思っております。そ

の中で、３月のこともありました。聞いた話

なので裏はとれていないんですけれども、一

部の生徒は学校へ行った人もおるというふう

に聞いております。確かにその当日は風もな

かって、結果的には何もなかったかもしれな

いんですけれども、一旦学校へ行った。そこ

から学校が休みで家へ帰るということで、そ

こでは結果的に風がなかったにしても、そこ

は生命の危機とまでは言いませんけれども、

脅かされる可能性があったのではないかなと

いうふうには感じております。 

 次に、不審者情報についてなんですけれど

も、過去何度も携帯メールのほうへ流れてき

ております。今年の３月の頭にも不審者情報

があったときには、私も市民会議等々やらせ

ていただいておりますので、辻本議員ととも

に教育長の部屋で、また当時、市民安全課の

担当者と不審者情報等も流してもらえないか

というお願いをしました。それはなぜかとい

いますと、やはり情報がまず圧倒的に少ない。

当日、その地域で遊んでいた子どもたちもい

てるけどもわからない。保護者にも伝わって

いない。メールが流れたのが、たしか発生し

てから翌日か翌々日だったというふうに考え

ております。 

 情報は生き物ですから、その場、瞬時で判

断して流していかなければならないと思うん

ですけれども、そういった不審者情報、先ほ

どの答弁でも過去には流したことはないとい

うふうにおっしゃられておりましたけれども、

そのあたりについては、今後も流していく予

定がないのかどうかお伺いします。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）不審者情報につき

ましては、警察から教育委員会のほうに連絡

が入りまして、防災メールによって配信され

ているのが現状でございます。警察情報に基

づきまして、不審者の中でも非常に市民の生
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命に危険性を及ぼすというような犯罪等々に

かかわるものでございましたら、当然、警察

からの要請に基づいて防災行政無線ですぐに

周知するということになろうかと思います。

不審者情報の中身にもよりますけども、通常

は警察もしくは教育委員会のほうから防災推

進室のほうへ情報が寄せられて、そういう不

審者情報を防災行政無線で流していただきた

いという要請があれば、推進室といたしまし

ては、放送で市民の方に周知するということ

で考えております。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）その不審者情報なんで

すけれども、警察からなり教育委員会からな

りというお話でしたけれども、防災行政無線

は橋本市のものやと私は思っております。市

がつくったものであります。ですから、やは

り市の判断としても、これは危険だろうとい

うことであれば、もちろん内容にもよるとは

思うんですけれども、警察からの要請を待つ

のかというところがまず一つ疑問に感じます。

特に３月の場合は、そのときはちょうど子ど

もが触られたですとか、もしかしたら、これ

は仮定に話なので、どうこうは言えませんけ

れども、誘拐されたりという可能性もあった

のかもしれないと。その情報が全く知らされ

ていない。それは保護者も、地域にとっても

そうなんですけれども、知らされていないと

いうことを考えた場合に、本当に市民の安心

安全を守るのであれば、こういうことは、こ

れからはどんどん表へ出していくべきではな

いかというふうに考えておるんですけれども、

そのあたりについてはいかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）不審者情報につき

ましては、直接防災推進室のほうに情報が入

るということはありません。したがいまして、

市としても、すぐに防災推進室が主体となっ

て流すということは、現在、ございません。

先ほどからも申しましたとおり、警察から情

報が寄せられる、もしくは教育委員会から情

報が寄せられるということに基づいて、防災

推進室のほうで防災行政無線を通じて市民に

周知するということになっておりますので、

今後も情報が寄せられた中で中身を精査して

放送していくということになろうかと思いま

す。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）ありがとうございます。

内容については精査するということなんです

けれども、最終的に決定するのは、室になる

んですか。お願いします。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）防災推進室が中心

になるわけですけども、当然、私のほうにも

相談がございまして、場合によっては市長、

副市長まで相談した中で決定していくという

ことになろうかと思います。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）先ほどから、教育委員

会なり警察からという話があるんですけれど

も、教育委員会としては、そのような情報と

いうのはタイムリーでとれておりますでしょ

うか。また、過去は仕方ないんですけれども、

これから室に対して、そういう要請、緊急事

案であるからこそ連絡を入れてほしい、そう

いう要請。これは不審者だけではなく、気象

情報も発令時間によっては、ついて回ること

になるんですけれども、そのあたりについて

はいかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）不審者情報につきま

しては、メール配信され次第、そのメールで

つながっている人については、すぐさま連絡

が入るようにしてございます。そして、いわ

ゆる学校関係についても、不審者出没の近い
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学校においては子どもたちに注意するように

ご指導いただいてございます。不審者メール

につきましては、2,700件以上契約していただ

いているんですけれども、保護者にもかなり

の確率で伝わっている、そういうふうに理解

してございます。 

○15番（田中博晃君）ということは、どんな

形であれ、一旦、室に上げなければならない

という解釈でよろしいですか。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）防災行政無線の所

管課というのが防災推進室でございますので、

一旦やはり防災推進室のほうへ上げていただ

くというのが通例でございます。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）結局、先日、先々日ぐ

らい、もうちょっと前かな、あったんですけ

れども、かなりのライムラグが発生してしま

っているという現状があります。この間も１

日遅れか２日遅れで不審者情報がメールのほ

うで流れていました。これはもちろん、情報

がちゃんと上がってこなかったという形にも

あるのかもしれませんけれども、そのあたり

を考えても、もしかしたら課内でも、ひょっ

としたら情報が一部滞っていないかという不

安も感じておりますので、そこについてはや

はり、これは教育委員会ではなくて、全部の

部署になるかと思うんですけれども、そうい

うのがあった場合には、上げていってほしい

と思います。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）やはり、これはタイム

ラグがどうしても発生してしまうというのが

一番懸念しています。今後、どのような災害

や不審者等々あるかわかりませんけれども、

情報は生き物ですから、いかにタイムリーに

市民皆さんに届けていくのが大切かというの

が重要だと思うんですけれども、そこで一旦

室という形になりますと、どうしてもタイム

ラグが発生することは、担当課としてはやむ

なしという考えでよろしいですか。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）中身によって、非

常に市民の生命にかかわる犯罪が発生したと

かという、非常に緊急的な、かつ重要的なも

のにつきましては即座に対応可能だと考えて

おります。その場合につきましても、一旦情

報が防災推進室に来なければ、何ら対応がで

きません。即座に防災推進室のほうへ連絡を

いただきましたら、私どものほうですぐ即決

して判断させていただきたいと、かように思

います。 

 次に、起こってはいけないんですけれども、

ほんまに緊急時、何かあった場合に、例えば

各部長であったり教育長であったりの判断で

放送することが不可能なのかどうか。並行し

て、室にも情報としては上げるんですけれど

も、これは明らかに緊急性があるよと。けど、

何らかの事情で連絡がつきにくい場合ですと

かは、各部長、教育長等々の判断で流すこと

はできないのかについてお伺いいたします。 ○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 ○15番（田中博晃君）例えば、各学校なり地

域には防災無線の基地があります。そこでハ

ンドマイクも使うことが可能やと思います。

例えば学校の場合、そこでは校長先生もいら

っしゃいます。管理職がいらっしゃいます。

その中ででも、先ほどから情報は生き物やと

言っていますとおりに、とにかく緊急的に対

○総務部長（北山茂樹君）各組織、部署ごと

できちんと明確に情報を収集して市民に緊急

的に情報を流す必要があるという判断をした

場合は、それを受けて防災推進室のほうで流

すことは可能だと考えております。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 
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応しなければならない事案が発生するかもし

れない。そのするかもしれないということを

考えた場合に、やはり独自でも判断できる、

もしくは仮に学校だと仮定すれば、教育長な

りに判断を仰いで、もうゴーやよという形も

これから要るのではないか。そういうマニュ

アルとまでは言いませんけれども、形も必要

なのではないかというふうに考えるんですけ

れども、そのあたりについてはいかがでしょ

うか。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）事の重大性によっ

て、即決してその場で判断するというのも可

能でございます。その場合、市といたしまし

ては、できるだけ事前に電話連絡でもいただ

きたいということがありますけども、しかし、

時間的な余裕がない場合には、事後でも可能

だと思います。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）今までのお話を聞いて

いましたら、なかなかメールと防災無線の併

用というのは難しいのかなというふうに考え

ておるんですけれども、やはり、この防災無

線そのものができた趣旨を考えた場合に、い

かに市民皆さんに情報を発信するか。それは

さまざまな自然災害であり、不審者等人的な

災害もあるかと思うんですけれども、未然に

防ぐために、今、こういうことが起こってい

ます、注意してくださいというのが大切だと

思うんです。ただ、先ほどからの答弁を聞い

ておったら、なかなかそっちを向いては進み

にくいんじゃないかと。せっかくあるこの防

災無線をうまいこと活用していかなければ、

何のためにつくったのかわからないというふ

うに感じます。 

 例えば、熊本県の阿蘇市なんかでは、防災

無線もあるんですけれども、防災を傍受でき

るシステム、小さいこんな無線機なんですけ

れども、各戸に無償で配布して、現在、市の

戸数全体の約95％に配布済みであるというふ

うに聞いております。直接担当課に電話して

聞いたんですけれども、やはり、それ何のた

めかといいますと、情報をどんな状態であっ

てもとれるようにしなければならない。いつ

何どき、何が起こるかわからない中で、常に

情報を市民の方に周知させる必要があるとい

うふうに行政が考えた結果、この方法が一番

妥当だろうということだというふうにお伺い

しております。 

 すなわち、何度も言うんですけれども、セ

ーフティネットを幾重にも重ねていって、さ

まざまなところから情報をとれる。そのよう

な形をつくっていってこそ、本来の安心安全

のまちづくりにつながるのではないかという

ふうに考えておるんですけれども、その観点

からいきますと、今の防災無線の使い方では、

ちょっと橋本市は動きにくいのではないかな。

言いかえれば、橋本市の防災体制、これは防

災無線に関して、情報の発信に関してになる

んですけれども、防災体制が本当にこのまま

でいいのかというふうに感じるんですけれど

も、もしそのあたり、市長お答えいただけた

らありがたいんですけれども、橋本市の防災

体制で、今ちょっと、私が思うには、情報が

市民の皆さまに伝わりにくい状況になってい

るというところについてお伺いしたいです。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）防災行政無線の活

用状況等々もご質問がございましたので、そ

の辺も触れて説明させていただきたいと思い

ます。 

 平成24年度の防災行政無線の活用状況でご

ざいますけども、まず、気象情報が３件、行

方不明者探索が５件、振り込め詐欺情報や注

意喚起が11件、それからイノシシ駆除の関係

が３件、選挙啓発２件、それから子局を限定
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いたしまして、地域限定の放送ということで、

地域の防災訓練の関係が12件、それから地域

の祭り、イベントで11件、地域の清掃活動等々

で７件、あと交通規制の関係で１件というよ

うな実際の活用状況でございまして、広くい

ろんなイベント等も周知するという行政関係

の情報を市民の方に周知するというのが、一

番防災行政無線の長所かと思うんですけども、

ただ、先ほども議員からおただしがありまし

たとおり、各戸に対しての受信機配布という

ことになりますと、市といたしましても、現

在のところ、非常にこの前からいろいろ話が

でていますように、財政的なこともございま

すし、現在の防災行政無線が129の子局まで、

市内全域にわたって配置されているという状

況の中では、各戸に対して受信機を配布する

というようなことは現在、考えていないわけ

でございます。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）各戸に対してやってく

れと言っているわけではないんですけれども、

橋本市の防災体制として、市民皆さんに情報

を発信する場合に、やはり現状のメールだけ

では少し足り苦しいのではないか。約2,700

件ということですので、少し足りないのでは

ないか。しかし、そこで、防災行政無線を活

用して気象情報なり不審者情報なり等を発信

することで、情報がいろんな形でとれていく。

それが一つの防災のスタートになると考えて

おるんですけれども、そのあたりからメール

と並行して、内容にもよるのは重々承知して

おるんですけれども、防災無線を併用して流

すことはできないのかについてお伺いいたし

ます。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）市民に周知する方

法といいますと、防災行政無線、さらに防災

はしもとメール、それからエリアメールとい

うような、いろんな手法が重なって、できる

だけ多い市民の皆さまに周知するというのが

一番いい結果だと、かように思っております。 

 したがいまして、市といたしましても、防

災行政無線と、それから防災はしもとのメー

ル配信につきまして、できるだけ市民の方に

多くの方に登録をしていただいて、その防災

行政無線の補完的な役割ということになるよ

うに、市としても努力をしてまいりたいと、

かように思います。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）ぜひそのようにやって

いただきたい。できるだけ流していただきた

いのと並行して、やはり結構学校関係も多く

なってくる可能性もありますので、そのあた

りの情報をきっちり各課は室のほうに上げて、

それがよりよく市民の皆さんに伝わるような

形をとっていただきたいと考えております。 

 これで一つ目は終わります。 

○議長（石橋英和君）次に、質問項目２、エ

レベーター防災に関する質問に対する答弁を

求めます。 

 総務部長。 

〔総務部長（北山茂樹君）登壇〕 

○総務部長（北山茂樹君）本市の庁舎関係に

おけるエレベーターの管理状況についてお答

えします。 

 庁舎関係では、市役所本庁舎に１基、教育

文化会館に２基、保健福祉センターや市内

小・中学校等にエレベーターを設置していま

す。 

 １点目のエレベーター管理会社と本市間に

おける緊急時の救助、復旧対応策についてで

すが、管理については業者と保守点検業務の

委託契約を結んでおり、緊急時には担当営業

所よりサービスマンが来て対応することとな

っています。 

 また、２点目の本市職員が緊急停止したエ
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レベーターを動かせるのかとのご質問ですが、

市営住宅伏原団地４階と産業文化会館を除く

施設については、新しい機種であり、地震時

等で電源が落ちた場合でも、最寄りの階で停

止し、扉が開放される仕組みとなっています。 

 なお、本庁舎については、途中階で停止し

た場合の開放手順を職員が把握しており、鍵

も預かっています。 

 ３点目のエレベーター防災備蓄ボックスの

設置についてですが、万が一、災害時等にエ

レベーター内部に閉じ込められた場合の対応

は検討しておく必要があると考えます。 

 議員おただしのエレベーター用備蓄ボック

スについては、現在のところ、大都市部を中

心とした設置状況であると聞いていますので、

今後、調査研究してまいりたいと考えます。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君、再質問

ありますか。 

 15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）このエレベーターの災

害用の備蓄ボックスについて、いろいろ調べ

ていく中で、ちょうど偶然にも私の友達がエ

レベーターの管理会社に勤めておりまして、

彼は阪神大震災も、その後、異動になって埼

玉へ住んで、東日本も経験したということだ

ったんです。その彼からさまざまな情報をい

ただく中で、橋本市にはエレベーターを管理

する会社が、たしかなかったのではないかと

いうふうに言うてました。そういう場合に、

彼の経験からすると、現場まで行くためには、

不幸にもエレベーターがとまるような災害が

起こった場合には、道であったり、そこまで

通じるのに何時間かかるのかわからないとい

うことを考えていけば、やはり事前に準備し

ていく。それは備蓄ボックスということで準

備していく必要があるのではないかというふ

うに教えてもらいました。 

 確かに大都市圏では、各担当者にエレベー

ターをあける方法も教えていっているという

ことなんですけれども、ただ一つだけ注意し

てほしいと言われたのは、非常用の電源が必

ず作動するとは限らないと。実際、東日本の

後なんかでも、それは都市部なんですけれど

も、非常用電源がついていたにもかかわらず、

結局途中でとまって、そのまま動かなくなっ

たという事例もたくさんあるという観点から

考えれば、やはり要るものは要るという、特

に救出の優先順位等々を考えた場合に、どう

してもエレベーターは遅くなってしまう。そ

れは管理会社が現地、今回の場合は橋本市な

んですけれども、着けるかという問題も含め

て遅くなってしまうというふうに言われてお

ります。 

 そこで、担当者が来るということやったん

ですけれども、それはどちらから来られるの

でしょうか。全部じゃなくていいです。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）全ての把握をして

いるわけではないですけども、近くでは河内

長野市、それから和歌山市等々でございます。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）ということは、もし、

そういう大きいことが起こった場合に、もし

かしたら本市へなかなかたどり着けない可能

性もあるということだと思います。 

 消防長に教えていただけたらありがたいん

ですけれども、例えば伊都消防なんかでも各

自治体のある程度のエレベーターの鍵は持っ

ているというふうに聞いております。恐らく

橋本消防も持っておるかと思うんですけれど

も、まずは鍵を持っているのかどうかと、不

幸にもそういう災害が起こった場合、優先順

位というのがさまざまあるかと思います。も

ちろん火災が発生すれば火災からというふう

になっていくかと思うんですけれども、不幸

にも災害が起こった場合に、エレベーターに
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閉じ込められている人を救出するには時間が

かかるかと思うんですけれども、そのあたり

について教えていただきたいです。 

○議長（石橋英和君）消防長。 

○消防長（大谷 明君）エレベーターの解錠

キーにありましては、平成21年３月に６社、

12種類の解錠キーを２セット分、配置してお

ります。それと、大規模災害時にエレベータ

ーの閉じ込め事故が発生すると。可能性があ

りますので、そのときには、建物の倒壊によ

りまして、生き埋め事故等も発生することが

考えられます。このような場合、どちらを優

先して救助隊を出動させるかにつきましては、

消防力にも限りがありますので、現場の状況

等を把握しまして、優先順位をつけて対応す

る必要があるため、ただちに生命の危険のな

いエレベーターの閉じ込め事故につきまして

は、対応が遅れる可能性もあると考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）ありがとうございます。 

 私もエレベーター管理会社にいろいろ聞い

てみました。管理会社としての優先順位、こ

れは一つの会社なので、全てがそうではない

かと思うんですけれども、まず、優先順位一

つ目としては、病院や老人ホームなどのエレ

ベーターを優先して、その後、警察や公共交

通機関に移行していくということでした。と

いうことは、どうしても大規模災害の場合は

いたし方ないのかもしれないんですけれども、

どうしても取り残される可能性があるという

ふうに感じます。 

 そこで一つ紹介したいのが、これは2009年

２月の話なんですけれども、神奈川県藤沢市

では、清涼飲料水のメーカーと災害の協定書

を交わして、エレベーターの備蓄ボックスを

無償で入れていただいております。それがこ

こに簡単な新聞記事があるんですけれども、

市役所新館内に、災害時に飲料水を無償提供

できる自販機２台とエレベーター３基に非常

固形食料などが入った防災備蓄ボックスを設

置していると。これは無償ということです。

恐らくその裏にはさまざまな契約はあったか

と思うんですけれども、この財政厳しい折、

確かにエレベーターの備蓄ボックス、物には

よりますけれども、10万円前後、一つ当たり

かかってくるのではないかというふうに考え

ます。そこで、そういう災害協定の中で無償

もしくは格安で企業と提携を結ぶことで、こ

れは設置していける可能性があるのではない

かというふうに感じるんですが、そのあたり

についてはいかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）藤沢市の事例をい

ただいたんですけども、橋本市におきまして

も、各公共施設に自動販売機等を設置しとる

わけでございますけども、きのうの４番議員

の答弁でもありましたとおり、まずやっぱり

障害者の方の施設から自動販売機を優先的に

設置をしているという状況もございますし、

その残りについては、公募によって、県内も

しくは市内の業者に入れていただいていると

いうふうな実情でございます。 

 例えば、保健福祉センターの場合は、去年

１月に開園しまして、そこは三つの自動販売

機がありまして、一つは障害者施設からの自

動販売機、それから残る二つは緊急地震速報

をつけるという条件のもとで、２基の自販機

を無料で設置していただいている状況でござ

いますので、先ほどから大手一流メーカーの

飲料水のメーカーがそういうことで設置した

い。その条件にエレベーター用備蓄ボックス

を提供したいというようなご提案がありまし

たら、それも含めて検討はさせていただきた

いと、かように思います。 
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○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）ありがとうございます。

今年の１月ですね、福祉センターの開園はね。 

 今、部長の答弁は、申し入れがあればとい

うことだったんですけれども、逆に、こちら

からないですかというような話もできやんか

なというふうに考えます。というのは、やは

り他市でも事例もあるし、難しいのは重々承

知しておるんですけれども、いつまでも待っ

ていても何もアクションが起きてこないので

はないかというふうに感じます。ですから、

これが清涼飲料水のメーカー、自販機のメー

カーだけのものなのか、もしかしたら私自身

も調べ切れてはいないんですけれども、ほか

にもあるかもしれない。やはりメーカーにと

っても、そういう寄附行為というのは、すご

い会社のネームバリューも上がりますし、そ

のあたりをとっても、調べていく価値はある

のではないかというふうに感じるんですけれ

ども、そのあたりについてはいかがでしょう

か。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）確かに市といたし

ましては、非常に、無料でそういうことで設

置していただけるということには、ものすご

い好条件でございますけども、やはり自動販

売機設置については、例えば市内の業者等々

も関係もございますし、それから障害者施設

の関係もございますので、その点は十分検討

していかなければならないと、かように思い

ます。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）自販機以外のところで

も調べる余地があるのではないかと質問させ

てもらったんですけれども、そのあたりにつ

いてはいかがですか。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）自販機以外にとい

うのは、今、思い浮かんでこないわけですけ

ども、その点も十分検討するべきことかなと

は思います。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）やはり、特に橋本市も

恐らくほとんど、それは民間も公も問わずな

んですけれども、エレベーター備蓄ボックス

は設置されていません。その中で、メーカー、

エレベーターの管理会社とも話していく中で、

やはり大都市はもちろん財政的にも余裕があ

る。そして市民の関心も強いというか、声が

大きい市民が多いみたいな言い方はしとった

んですけれども、それは別として、やはり、

自治体が率先して入れていっていただく。備

蓄ボックスを入れることで、それがその地域

にあるほかの民間のエレベーター関係、エレ

ベーターを所持する建物であったりとかに波

及していくというふうに言われております。

もちろん、例えばホテルなんかでは、もう今

必ずついておりますでしょうし、来年ですか、

ルートインもできるんですけれども、恐らく

そこはつけてくれるとは思うんですけれども、

やはり、そういうこと、つけてほしいという

要請も将来的に行政が民間に、もしかたらし

なければならない。それをしなくても、エレ

ベーターには備蓄ボックスがついていますよ

というのを発表することで、そこに民間がつ

いてくる可能性もあると考えております。 

 先ほどから設置については、検討、調査と

いうお言葉をいただいておるんですけれども、

これは設置する方向で検討してくれるという

ふうに捉えてよろしいんでしょうか。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）市といたしまして

は、他市の事例、最近では、まだまだ自治体

への普及率というんですか、そういうところ

も高くなっていないということもあるわけで

すけども、これは徐々に今後増えていくであ
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ろうというように考えておりますので、市と

いたしましても、その設置する、しないも含

めた中で、十分検討させていただきたいと思

います。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）確かに予算のこともあ

ります。そして、防災については、国から発

表されることってどんどん変わってきて、そ

れはすごく今、市にとって、行政にとってし

んどいことも多くなってきているのは事実で

す。しかしながら、市民の安心安全と考えた

場合に、やはり市としても何らかの手段を講

じなければならない。部長答弁では、する、

しないも含めて検討というふうにおっしゃっ

ていましたけれども、私はこの質問をするに

当たって、なぜこの質問をしたかというと、

ちょうど教育文化会館で一緒になった方が、

もし今このままとまったらどうなるんやろう

というふうに言われていました。ということ

は、利用されている方もそういう不安を持っ

て乗っている。そのときふと思ったことかも

しれないけれども、やはり、今とまったらど

うなるんやろう。私も聞かれました。ここ上

あけたら外へ出られるんかというて。それは

映画だけの話やでみたいな話もしたんですけ

れども、やはり市民、特に市の施設を利用さ

れる方は、そういう不安を持っておるという

ことがあるんです。ですから、本当に考えて

いくのであれば、もちろん、これは予算がつ

いて回ることもありますから、ただちにどう

こう、ほかにも防災関係ではさまざましなけ

ればならないことも重々承知しておるんです

けれども、設置する方向で検討するのが市と

しての責務ではないかと思うんですが、いか

がですか。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）エレベーター備蓄

ボックスにつきましては、先ほど議員がおっ

しゃられたとおり、利用者が今閉じ込められ

たらどうするんだということの発想の中で生

まれたのが備蓄ボックスだと聞いております。

やはり、閉じ込められたときに、一番利用者

の方が心配するのは、出られるのか出られん

のか。このままどうなるんだという心理的な

不安というのが非常に大きいわけでございま

して、その辺のエレベーターの備蓄ボックス

を設置することによって、心理的な不安の解

消にもつながるというようには考えるわけで

ございますけども、その辺も十分踏まえた中

で、市として今後検討してまいりたいと、か

ように思います。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）ぜひ検討していってい

ただきたい。やはり、市役所で閉じ込められ

て何時間も出られへんかってんというのは具

合悪い。もちろんその状況にもよるんですけ

れども、けど、閉じ込められたけれども、中

に水あってよかったよ。３時間閉じ込められ

たけども、飲む物も食べ物もあったと。だか

ら怖かったけどちょっと安心したというのを

出していくのが市の役目でもあるというふう

に考えておりますし、それが民間に広がって

いくんちゃうかなというふうに私は考えてお

りますので、ぜひそのあたりも検討していた

だきたいと思います。 

 以上で終わります。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君の一般質

問は終わりました。 

 この際、10時40分まで休憩いたします。 

（午前10時23分 休憩） 
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